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北川村歳入歳出決算審査意見書 
 



　　地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された平成２５年度北川村一般会計及び、各種特別会計歳入歳出決算について

　審査した結果、次のとおり意見を付する。

　

　　（１）平成２５年度北川村一般会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書

　　　　  及び関係帳簿証書類

　　（２）平成2５年度北川村代替輸送特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び関係帳簿

　　　　　証書類

　　（３）平成２５年度北川村国民健康保険特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び関係

　　　　　帳簿証書類

　　（４）平成２５年度北川村簡易水道特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び関係帳簿

　　　　　証書類　　　

　　（５）平成２５年度北川村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び

　　　　　関係帳簿証書類

平成２５年度北川村歳入歳出決算審査について

第１　　　審査の対象

　平成２５年度歳入歳出決算に係る審査の対象会計は次のとおりである。
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第２　　審査期間

　　　　自平成２６年７月１４日

　　　　至平成２６年８月２８日　（実日数　４日）

　　　　平成２５年度一般会計と特別会計の歳入歳出決算書及び決算に関する説明書（歳入歳出決算事項別明細書、実質収支

　　　求め審査した。

審査に当たっては、

第４　　審査の結果

１　決算計数について

　平成２５年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決算の計数は、関係諸帳簿及び証拠書類と照合審査した結果、
不納欠損とされる事業が、１件発見されたがその他は、正確であることを確認した。

（４）　財産の取得、管理及び処分は適正に処理されているか。

現金出納検査等の結果も踏まえて、厳正に実施した。

第３　　審査の要領

（１）　決算の計数は正確であるか。

（２） 予算の執行は議決の趣旨に沿って適正かつ効率的になされているか。

（３） 収入及び支出に関する事務は、関係法規に準拠して適正に処理されているか。

　　　に関する調書、財産に関する調書及び関係帳簿証拠書類）に基づいて、会計管理者及び関係者に諸資料、帳票等の提出を

　　等に留意し、関係諸帳簿及び証拠書類を点検照合するとともに、関係当課の説明を聴取し、あわせて定期監査、例月
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 　　　      ２　　　予算の執行について

　一般会計の最終的な予算現額は２，８６７，３９６，０００円（前年度からの繰越額を含む）で、前年度に比べ３１６，２５２，０００円

減少している。

予算執行額は翌年度繰越額を含め、歳出決算額２，４８６，１０３，０３３円となっており、執行率は８６．７％となっている。

 なお、２６年度への繰越額は２１７，１９２，０００円となっている。

　　　（仮定…2６年度への繰越が2５年度中に執行されていれば、９４．０％を超える執行率と考えられる。）

歳入決算額は２，７８８，０９５，４０６円で、前年度と比べて２７，８２８，７３８円（１．０１％）増加している。

　また、特別会計の最終的な予算現額は３３５，３０１，０００円（前年度からの繰越額を含む）で前年度に比べ１５，０７０，０００円

　（４．７％）増加している。

　１５,０７０,000円増加の主たる会計は、介護サービス事業特別会計が△18,6７１,000円、国民健康保険特別会計で、３０，５０１，０００円

となっている。

予算執行は翌年度繰越額を含め、歳出決算額３１９，１４１，４７７円となっており、執行率は９５．２％となっている。

　　　第５ 審査意見

１　行財政運営について

　平成２５年度は平成２３年度に発生した災害工事関係の繰越事業の最終年度であることより全事業執行済みと担当課より説明が
なされた。翌年度（２６年度）繰越事業費２１７，１９２，０００円の内の１４３，１６７，０００円（繰越総額の６５．９％）が村営住宅建設費
であることが特筆される。

しながら確実に、組織機能が十二分に発揮されるような執行を継続して強く望みたい。

られる。昨年度に比べ各課にバラツキがあるも改善がなされつつある。予算執行にあたり関係法規との合規性に留意

　なお、翌年度への繰越額は無し。

歳入決算額は３２８，０６５，１４８円で、前年度と比べて１６，０１２，３５２円（５．１％）増加している。

　予算の執行、財政の管理等財務に関する事務については、次の審査意見のとおり一部に不適正な事務処理が認め
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　２５年度より繰越される事業が、６事業有り、内訳で産業建設課が３事業、教育委員会が２事業、総務課が１事業と

なっている。総務課の１事業（防災対策事業）を除き完成、発注済みと説明がなされている。（平成２６年８月末）

　公用車の管理について運行日報の様式に改善が必要です。具体的には安全運転管理者の法的責務として又運転者の

道交法遵守の観点より運行日報に始業前点検項目の追加を様式内で図り改善して下さい。

　今後は安全運転管理者（総務課長）が職員に交通安全意識向上の啓蒙を図り、使用上の管理及び車両管理等

法定管理を確実に遂行されたい。

　　職員の労務管理において特別休暇願等の届けたあと本人保管用紙が年度ごとに更新のため、申請に係る本人保管用紙が

処分されている。総務課データとの照合が出来ない状況にあるが、その他本人保管用紙を含め今後は、労基法に定めのある

タイムカード同様の３年間保管をされたい。

　　また、職員の時間外で職種により時期的に大変なオーバーワーク（９０時間／人／月）となっている職員がいる。担当課長

からの意見聴取時に特殊業務のため改善が難しいと説明がなされるがあらゆる可能性を模索し改善が図られる努力を望みたい。

　昨年度（２４年度）決算監査の審議に際して当該年度の事業成果を含めた意見聴取を実施するにあたり、自治法に定める

「主要成果の報告書」に基づき意見聴取を行うと通知していた。その後平成２４年１１月１４日付けで副村長より平成２５年度は

７月末の作成に努めると改善指摘に対する報告があったが結果２６年８月末になり最終完成されたものではなく案段階で説明を

受ける内容であった。もう少し早いスケジュールで作成を望みたい。

　「主要成果の報告書」の記載内容には、予算と事業の執行及び成果を求められる行財政運営ではその説明にあたり、「事業に

取り組んだ」「活動した」「実施した」「補助した」等という表現だけでなく予算額と決算額の差異から読み取れることや達成状況

など数値化された表現が説明のなかで同時になされることを望みたい。

　成果とは＝【しとげて得る結果】と意味される。報告書のなかで執行してどうであったのかが記載されることが求められる。単年度

事業は特筆され、継続事業はどうであったか次年度にはどのような取組みが必要かなど記載・説明されることを望みたい。

（昨年度記載同様文引用）

　文頭にあるように「主要成果の報告書」であるのだからそのまとめ方に引続き改善を望みたい。また各課からの用紙をそのまま

綴じてあるが様式等も統一されたものに改善を望みたい。例にあげると年度傾向を見る際の書き方で当該年度から記載するのか

古い年度から記載するのかが各課まちまちになっている。
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２　　　事務事業の執行について

　事務事業の執行にあたっては、合規性、正確性はもとより、最小の経費で最大の効果をあげるため経済性、効率性、

有効性の観点から事業の方法を厳選することが必要である。さらに執行段階において常に事業の目的を踏まえて

その成果を意識するとともに、完成時にはその事業効果を十分検証し次へつないでいくことが求められる。

そして、そうした一連の意思決定のプロセスは、文書に適切に記録されていなければならない。　（２３年度より同文引用）

今年度の事務事業において次のような不適正な事例がみられた。

（１）教育委員会の事業において小学校費・学校管理費で職員室用と職員用のパソコンが２事業で（３０４千円と２８７千円）

同時期に同じ業者から２通の見積りを取り随意契約に至っている。教育次長より別々に発注にする事由が認められないと

説明を受ける。合算すれば５００千円を超え財務規則９４条の２より随意契約の購入限度を超える事業となることより不適切な

事務執行であったと説明がなされた。

（２）決済印等を必要とする帳票類の様式を現実に北川村に見合った様式に改善を図ることを継続的に指摘するが回議書
様式はまだ未改善である。今年度運用面で特に指摘することは回議書に決済日の記載欄があるが一部改善が見られるも
殆どが未記載である。決済日の記載がなくその後の支出等が行なわれるのは公金を処理するうえで問題である。強く改善を
望みたい。

　多様な課題解決に取組むなか、スピード感を持って事務事業の執行に当たることは当然ではあるが、合規性、
正確性も行政業務では必要不可欠である。経験年数の少ない職員が増えるなか、条例・規則への知識不足、先輩職
員は同じことの繰り返し的な業務への取組みに慢心や惰性が垣間見える。大きな事故への危機感と原理原則を再確認
し、ルールに従った業務への取組みを望みたい。
　各帳票作成時に「押印」をするが、組織機能を十二分に働かせるためにも、回議書や各帳票の処理時の「押印」
の意味、意義を今一度全職員で確認することを求める。（２３・２４年度意見書でも指摘）
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　３　　　財務に関する事務について
財務に関する事務について、次のような事例がみられた。
（１）支出について
　　今年度監査では教育振興費で地域ぐるみ学校安全体制整備事業でその事業内容に勤務日が専任者任せになり勤務報告書も無いのは
事業成果を評価する観点より課題ではないかと指摘した。教育次長より改善する旨の説明を受けた。

（２）補助事業について
概ね２４年度に指摘したことは改善が見られます。

　今年度の補助金監査では住民課で「補助額を決定し施行団体に通知する」という決定通知書の作成日が決済日以前になっているものが
あった。
　毎年度の繰り返し事業を漫然と繰り返す典型である。これは住民課だけではなく行政業務全体傾向であることを指導的立場にある方は
認識して頂きたいと考える。

　補助金交付の本来趣旨を理解するうえで交付規則、関係法規の再確認を全職員に強く求める。これは２３年度・２４年度に引続き同文で

記載します。

（３）物品・財産管理について

　　２３年度より指摘してきた決済基準の見直し、廃棄処分の見直しが改善され概ね良好な状態にある。
従来よりある物品に於いて若干の改善が必要と思われる備品があるが各課共に今後も公金で購入されている財産であることの意識付けを
持って管理に望んで下さい。

　財産管理では今年度公営住宅用地の購入が特筆されるが、議会でも指摘のあった久木の土地のように普段より管理の行き届かない地域
の財産管理のあり方は会計管理者を責任者でどの様にあるべきかを、行政全体で改善を望みたい。。（昨年度文引用）

この指摘事項についての改善説明が今年度ありませんでした次年度に継続して検討・説明して下さい。
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第６．予算及びその執行状況と審査の個別意見

１．　平成２５年度北川村一般会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書及び関係帳簿証書類
　　　１．執行状況

　 （１）　歳　　入

科　　　　目 予　算　現　額 調　定　額 収　入　済　額
不　　納
欠 損 額

収入未済額
予算現額に
対する収入
増　 減 　額

予算現額
に対する
収入割合

調定額に
対 す る
収入割合

予算総額に
対し各科目

の占める割合
 5.村　　　　　　税 196,839,000 202,700,199 199,347,172 0 3,353,027 2,508,172 101.3 98.3 7

10.地方譲与税 15,078,000 15,918,000 15,918,000 0 0 840,000 105.6 100.0 1

15.利子割交付金 415,000 326,000 326,000 0 0 △ 89,000 78.6 100.0 0

16.配当割交付金 373,000 369,000 369,000 0 0 △ 4,000 98.9 100.0 0

17.株式等譲渡
　　所得割交付金

516,000 515,000 515,000 0 0 △ 1,000 99.8 100.0 0

18.地方消費税
　　交 　付 　金

11,841,000 11,841,000 11,841,000 0 0 0 100.0 100.0 1

20.自動車取得税
　　交　　付　　金

2,726,000 2,852,000 2,852,000 0 0 126,000 104.6 100.0 0

22.地方特例
　　交　付　金

139,000 131,000 131,000 0 0 △ 8,000 94.2 100.0 0

25.地方交付税 1,166,463,000 1,242,571,000 1,242,571,000 0 0 76,108,000 106.5 100.0 41

35.分担金及び
　　負　担　金

7,804,000 8,397,357 8,324,757 72,600 0 520,757 106.7 99.1 0

40.使用料及び
　　手　数　料

27,291,000 28,049,088 27,440,988 0 608,100 149,988 100.5 97.8 1

45.国庫支出金 328,327,000 325,340,400 325,340,400 0 0 △ 2,986,600 99.1 100.0 11

50.県支出金 535,804,000 386,691,057 386,691,057 0 0 △ 149,112,943 72.2 100.0 19

55.財産収入 43,708,000 37,010,416 37,010,416 0 0 △ 6,697,584 84.7 100.0 2

60.寄　付　金 1,001,000 722,500 722,500 0 0 △ 278,500 72.2 100.0 0

65.繰　入　金 8,900,000 8,547,764 8,547,764 0 0 △ 352,236 96.0 100.0 0

70.繰　越　金 231,650,000 231,650,885 231,650,885 0 0 885 100.0 100.0 8

75.諸　収　入 74,521,000 81,996,467 81,996,467 0 0 7,475,467 110.0 100.0 2
80.村　　　債 214,000,000 206,500,000 206,500,000 0 0 △ 7,500,000 96.5 100.0 7

歳　入　合　計 2,867,396,000 2,792,129,133 2,788,095,406 72,600 3,961,127 △ 79,300,594 97.2 99.9 100

前年度歳入合計 3,183,648,000 2,764,402,333 2,760,266,668 0 4,135,665 △ 423,381,332 86.7
増減額 △ 316,252,000 27,726,800 27,828,738 72,600 △ 174,538 344,080,738 10.5

対前年度比率 % 90.1 101.0 101.0 100.0 95.8 18.7 112.1

(単位：円：％）
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（ 2 ）　歳　　出

科　　　　目 予　算　現　額 支　出　済　額 翌年度繰越額 不　　用　　額 予算執行割合
予算総額に対
する各科目の
占 め る 割 合

 5.議　　会　　費 43,319,000 42,634,916 0 684,084 98.4 2

10.総　　務　　費 819,985,160 802,572,739 0 17,412,421 97.9 28

15.民　　生　　費 297,226,000 275,947,550 8,715,000 12,563,450 92.8 10

20.衛　　生　　費 112,521,000 107,103,049 0 5,417,951 95.2 4

30.農林水産業費 217,164,000 193,000,016 6,509,000 17,654,984 88.9 8

35.商　　工　　費 53,810,000 51,634,947 0 2,175,053 96.0 2

40.土　　木　　費 550,586,000 345,751,660 144,167,000 60,667,340 62.8 18

45.消　　防　　費 158,948,000 80,799,560 56,310,000 21,838,440 50.8 6

50.教　　育　　費 285,673,000 272,821,194 1,491,000 11,360,806 95.5 10

55.災 害 復 旧 費 162,251,000 153,284,422 0 8,966,578 94.5 6

60.公　　債　　費 143,395,000 143,212,980 0 182,020 99.9 5

65.諸  支  出  金 17,519,000 17,340,000 0 179,000 99.0 1

99.予　　備　　費 4,998,840 0 0 4,998,840 0.0 0

歳　 出　合　 計 2,867,396,000 2,486,103,033 217,192,000 164,100,967 86.7 100

前年度歳出合計 3,183,648,000 2,428,615,783 596,268,000 158,764,217 76.3

増減額 △ 316,252,000 57,487,250 △ 379,076,000 5,336,750 10.4

対前年度比率 % 90.1 102.4 36.4 103.4 113.7

歳　入　総　額 2,788,095,406 円 歳　出　総　額 2,486,103,033 円

歳入歳出差引残 301,992,373 円 うち基金受け入れ額 　　１５０，０００，０００円

　２.審査の個別意見

　今年度は歳入における不納欠損が１件保育所負担金で発生しているが、税目個別に見ると予測される課題が伺える。

担当者よりの意見聴取によると村民税、固定資産税、軽自税は現年課税分は増額傾向にあるが滞納繰越分はいずれも昨年度を

下回る決算であった。不納欠損にならない徴収努力を職員一同で臨んで頂きたい。

（単価：円：％）
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　２．　平成２５年度代替輸送特別会計歳入・歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び関係帳簿証書類

　　　１．執行状況

（ １ ）　歳　　入

科　　　　目 予　算　現　額 調　定　額 収　入　済　額
不　　納
欠 損 額

収入未済額
予算現額に
対する収入
増　減　額

予算現額
に対する
収入割合

調定額に
対 す る

収入割合

予算総額に
対し各科目

の占める割合

10.代替輸送運行料金収入 2,521,000 2,467,851 2,467,851 0 0 △ 53,149 97.9 100.0 13

25.繰　　　入　　　金 17,519,000 17,340,000 17,340,000 0 0 △ 179,000 99.0 100.0 87

30.繰　　　越　　　金 10,000 5,683 5,683 0 0 △ 4,317 56.8 100.0 ０

　 歳　　入　　合　　計 20,050,000 19,813,534 19,813,534 0 0 △ 236,466 98.8 100.0 100

前年度歳入合計 19,332,000 18,950,335 18,950,335 0 0.0 △ 381,665 98.0
増減額 718,000 863,199 863,199 0 0.0 145,199 0.8

対前年度比率  % 103.7 104.6 104.6 100.0 100.0 62.0 100.8

（ ２ ）　歳　　出

科　　　　目 予　算　現　額 支　出　済　額 翌年度繰越額 不　　用　　額 予算執行割合
予算総額に
対し各科目

の占める割合

  5.総　　　務　　　費 20,020,000 19,804,942 0 215,058 98.9 100

99.予　　　備　　　費 30,000 0 0 30,000 0.0 ０
歳　　出　　合　　計 20,050,000 19,804,942 0 245,058 98.8 100

前年度歳出合計 19,332,000 18,944,652 0 387,348 98.0
増減額 718,000 860,290 0 △ 142,290 0.8

対前年度比率  % 103.7 104.5 0 63.3 100.8

歳　入　総　額 19,813,534 円 歳　出　総　額 19,804,942 円

歳入歳出差引残 8,592 円

特になし

(単位：円：％）

(単位：円：％）

　　　２.審査の個別意見
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３．　平成２５年度北川村国民健康保険特別会計歳入・歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び関係帳簿証書類

　１．執行状況

（ １ ）　歳　　入

科　　　　目 予　算　現　額 調　定　額 収　入　済　額
不　　納
欠 損 額

収入未済額
予算現額に
対する収入
増　 減 　額

予算現額
に対する
収入割合

調定額に
対 す る
収入割合

予算総額に
対し各科目

の占める割合

 5.国民健康保険税 27,055,000 31,104,594 27,460,794 0 3,643,800 405,794 101.5 88.3 10

20．使用料及び
　　　手　数　料

2,000 22,225 12,025 0 10,200 10,025 601.3 54.1 0

25.国庫支出金 53,311,000 52,086,955 52,086,955 0 0 △ 1,224,045 97.7 100.0 20

30.療養給付費
　　交　 付 　金

14,896,000 13,586,305 13,586,305 0 0 △ 1,309,695 91.2 100.0 6

33.前期高齢者
    交 　付　 金

86,729,000 86,729,324 86,729,324 0 0 324 100.0 100.0 33

35.県支出金 13,103,000 12,806,637 12,806,637 0 0 △ 296,363 97.7 100.0 5

45.共同事業交付金 25,711,000 25,711,762 25,711,762 0 0 762 100.0 100.0 10

50.財　産　収　入 2,000 1,466 1,466 0 0 △ 534 73.3 100.0 0

60.繰　　入　　金 26,722,000 25,770,031 25,770,031 0 0 △ 951,969 96.4 100.0 10

65.繰　　越　　金 16,482,000 16,481,966 16,481,966 0 0 △ 34 100.0 100.0 6

70.諸　　収　　入 16,000 63,883 63,883 0 0 47,883 399.3 100.0 0

歳　入　合　計 264,029,000 264,365,148 260,711,148 0 3,654,000 △ 3,317,852 98.7 98.6 100

前年度歳入合計 233,528,000 232,608,487 229,428,893 0 3,179,594 △ 4,099,107 98.2
増減額 30,501,000 31,756,661 31,282,255 0 474,406 781,255 0.5

対前年度比率 % 113.1 113.7 113.6 100.0 114.9 80.9 100.5

(単位：円：％）
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（ ２ ）　歳　　出

科　　　　目 予　算　現　額 支　出　済　額 翌年度繰越額 不　　用　　額 予算執行割合
予算総額に
対し各科目

の占める割合

  5.総　　　務　　　費 4,103,000 3,432,753 0 670,247 83.7 2

10.保 険 給 付 費 184,969,000 175,262,626 0 9,706,374 94.8 70

12.後期高齢者支援金 20,015,000 19,929,278 0 85,722 99.6 8

13.前期高齢者納付金 18,285 18,065 0 220 98.8 0

15.老人保健拠出金 52,000 1,272 0 50,728 2.4 0

17.介護保険納付金 8,192,000 8,149,143 0 42,857 99.5 3

20.共同事業拠出金 28,098,000 28,095,987 0 2,013 100.0 11

25.保健事業費 1,772,032 1,457,521 0 314,511 82.3 1

30.基 金 積 立 金 10,689,000 10,689,000 0 0 100.0 4

40.諸　支　出　金 5,147,050 5,062,200 0 84,850 98.4 2

99.予　　備　　費 973,633 0 0 973,633 0.0 1

歳　　出　　合　　計 264,029,000 252,097,845 0 11,931,155 95.5 100

前年度歳出合計 233,528,000 212,946,927 0 20,581,073 91.2
増減額 30,501,000 39,150,918 0 △ 8,649,918 4.3

対前年度比率 % 113.1 118.4 0 58.0 104.7

歳　入　総　額 260,711,148 円 歳　出　総　額 252,097,845 円

歳入歳出差引残 8,613,303 円

　２．審査の個別意見

　　　特になし

(単位：円：％）
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１．執行状況

（１）　歳　　入

科　　　　目 予　算　現　額 調　定　額 収　入　済　額 不納欠損額 収入未済額
予算現額に
対する収入
増　 減 　額

予算現額
に対する
収入割合

調定額に
対 す る
収入割合

予算総額に
対し各科目

の占める割合

10.使用料及び
　　手  数  料

11,709,000 12,137,590 11,569,770 0 567,820 △ 139,230 98.8 95.3 50

30.繰　入　金 7,276,000 4,276,515 4,276,515 0 0 △ 2,999,485 58.8 100.0 31

35.財 産 収 入 7,000 6,739 6,739 0 0 △ 261 96.3 100.0 0

40.繰　越　金 3,110,000 3,115,781 3,115,781 0 0 5,781 100.2 100.0 14

45.諸　収　入 700,000 699,300 699,300 0 0 △ 700 99.9 100.0 5

歳　入　合　計 22,802,000 20,235,925 19,668,105 0 567,820 △ 3,133,895 86.3 97.2 100

前年度歳入合計 19,822,000 17,585,243 17,051,233 0 534,010 △ 2,770,767 86.0
増減額 2,980,000 2,650,682 2,616,872 0 33,810 △ 363,128 0.2

対前年度比率 % 115.0 115.1 115.3 0 106.3 113.1 99.7

（２）　歳　　出

科　　　　目 予　算　現　額 支　出　済　額
翌　　年　　度
繰　　越　　額

不　用　額 予算執行割合
予算総額に
対し各科目

の占める割合
 5.事　業　費 20,348,000 18,205,343 0 2,142,657 89.5 90

10.公　債　費　 1,454,000 1,453,030 0 970 99.9 6

99.予　備　費 1,000,000 0 0 1,000,000 0.0 4
歳　出　合　計 22,802,000 19,658,373 0 3,143,627 86.2 100

前年度歳出合計 19,822,000 13,935,452 3,100,000 2,786,548 70.3
増減額 2,980,000 5,722,921 △ 3,100,000 357,079 15.9

対前年度比率 % 115.0 141.1 0.0 112.8 122.6

歳　入　総　額 19,668,105 円 歳　出　総　額 19,658,373 円

歳入歳出差引残 9,732 円
２.審査の個別意見
特になし

(単位：円：％）

(単位：円：％）

４．平成２５年度北川村簡易水道特別会計歳入・歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び関係帳簿証書類
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　５．平成２５年度北川村後期高齢者医療特別会計歳入・歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び関係帳簿証書類
　１．執行状況

（１）　歳　　入

科　　　　目 予　算　現　額 調　定　額 収　入　済　額 不　　納
欠 損 額 収入未済額

予算現額に
対する収入
増 減 額

予算現額
に対する
収入割合

調定額に
対 す る

収入割合

予算総額に
対し各科目

の占める割合

 5.後期高齢者
　 医療保険料

19,908,000 19,828,780 19,828,780 0 0 △ 79,220 99.6 100.0 70

10．使用料及び
手　数　料

10,000 4,200 4,200 0 0 △ 5,800 42.0 100.0 0

20.繰　入　金 8,066,000 7,652,994 7,652,994 0 0 △ 413,006 94.9 100.0 28
25.繰　越　金 315,000 315,074 315,074 0 0 74 100.0 100.0 2
30.諸　収　入 121,000 71,313 71,313 0 0 △ 49,687 58.9 0.0 0

歳　入　合　計 28,420,000 27,872,361 27,872,361 0 0 △ 547,639 98.1 100.0 100

前年度歳入合計 28,878,000 27,953,245 27,953,245 0 0 △ 924,755 96.8
増減額 △ 458,000 △ 80,884 △ 80,884 0 0 377,116 1.3

対前年度比率 % 98.4 99.7 99.7 100.0 100.0 59.2 98.7

（２）　歳　　出

科　　　　目 予　算　現　額支　出　済　額
翌　年　度
繰　越　額

不　用　額 予算執行割合
予算総額に
対し各科目

の占める割合

 5.総　務　費 368,000 95,664 0 272,336 26.0 1
10.後期高齢者医
療　 広域連合納
付金

27,851,000 27,408,592
0

442,408 98.4 99

15.諸 支 出 金 101,000 76,061 0 24,939 75.3 0

99.予　備　費 100,000 0 0 100,000 0.0 0

歳　出　合　計 28,420,000 27,580,317 0 839,683 97.0 100

前年度歳出合計 28,878,000 27,638,171 0 1,239,829 95.7
増減額 △ 458,000 △ 57,854 0 △ 400,146 1.3

対前年度比率 98.4 99.8 0 67.7 101.4

歳　入　総　額 27,872,361 円 歳 出 総 額 27,580,317 円
歳入歳出差引残 292,044 円

　　　　　特になし

(単位：円：％）

(単位：円：％）

２.審査の個別意見
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　        平成２５年度基金の運用状況の審査について

　地方自治法第２４１条第５項の規定により審査に付された平成２５年度基金の運用状況に対する審査の結果は、下記の

とおりである。

第１　審査の対象

１．北川村土地開発基金

２．北川村一般会計財政調整基金

３．森林センター北川温泉施設整備基金

４．高額療養費貸付基金

５．中岡慎太郎館館内販売運用基金

６．国保会計財政調整基金

７．むらづくり基金

８．施設等整備基金

９．減債基金

10.中岡慎太郎記念館等施設整備基金

11.地域福祉基金

12.水道施設整備基金

13.人材育成基金

14.中山間ふるさと水と土保全対策事業基金

15.公営住宅整備基金

-１４ -



1６.ふるさときたがわ基金

1７.北川村学校教育施設整備基金

１８.北川村電源立地地域対策交付金基金

１９．あったかふれあいセンター基金

２０．北川村教育振興基金

第２　　審査期間

　　自平成２６年７月１４日

　　至平成２６年８月２８日　（実日数　４日）

　審査に付された各基金の運用を示す書類に基づき、関係諸帳簿及び証拠書類を照査した結果、計数は正確であり、運用についても

基金設置の条例等に沿ってほぼ適正に執行されていると認められた。

今年度における運用状況では特に

 ①北川村教育振興基金が新設された。
 ②一般会計財政調整基金及び減債基金で４億円の国債購入による資金運用を行った為、今後の利息収入増加が、見込まれる。

　　今後とも適正かつ効率的な運用に努め、一層の成果を挙げるよう望む。
 　　基金利息が条例上基金総額に繰り入れるものと一般会計に繰り入れるものと２通りあるものは条例変更を検討し、一本化することが
 業務の効率上望ましい。検討を求めたい。

第３　　審査の結果及び意見
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第４　　　　運用状況

１．北川村土地開発基金

今年度は、土地の取得実績は無く、定期預金の利息収入、支出３６，４３２円のみで基金額の変動はなかった。

　なお、運用益金は北川村土地開発基金条例第６条の規定により一般会計に受け入れている。

土地開発基金の状況

（単位：円）

　　内 　 土 田

畑

宅地

　　訳  　地 山林

原野

雑種地

立木

（単位：円）

６,５６７．２㎡

0㎡

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

６,５６７．２㎡

0㎡

0㎡

２,９２６．１㎡

８０７．９㎡

２,６１０．３㎡

１６,５３６．０㎡

１,４４７．８㎡

決算年度中増減高

0㎡

決算年度末現在高

１７５，０００，０００円

１２４，５１４，０７０円

0円

0円

１７５，０００，０００円

１２４，５１４，０７０円

８０７．９㎡

２,６１０．３㎡

１６,５３６．０㎡

0㎡

0㎡

区　　　　　　　分

基　金　総　額　

　　　現　　　　金

前年度末現在高

２,９２６．１㎡

0

0㎡

0㎡

0㎡

１,４４７．８㎡

0 0 0 0
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２．北川村一般会計財政調整基金

　今年度の増額317，048，０００円は、積み立て（２4年度利息含む）によるもの。平成２5年度利息は２6年度に繰り入れとした。

　なお、各会計年度において歳入歳出の決算上生じた剰余金は北川村財政調整基金の設置、管理及び処分に関する条例

第２条第３項の規定により基金総額に、第６条の規定により生じた運用益金は一般会計に受け入れている。

　又、平成25年度に300,000,000円の国債購入による資金運用を行なった為、今後の利息収入の増加が、見込まれる。

一般会計財政調整基金

（単位：円）

（単位：円）

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

811,048,000,000

36,800,000

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

494,000,000

平成21年度

87,300,000

317,048,000

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

1,500,000 15,900,000

決算年度末現在高

1,500,000
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３．森林センター北川温泉施設整備基金

　今年度は利息収入、支出1，750円のみで基金総額に変動はなかった。

　なお、運用益金は北川村森林センター「北川温泉」施設整備基金条例第４条の規定により一般会計に

受け入れている。

森林センター北川温泉施設整備基金

（単位：円）

（単位：円）

0 0 0

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

0

区　　　　　　　分

基　金　総　額

前年度末現在高

7,000,000

決算年度中増減高

0

決算年度末現在高

7,000,000

0
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４．北川村高額療養費貸付基金

　今年度の貸付金は１件、１４９，０００円であった。

　利息収入、支出３９８円のみで基金総額に変動はなかった。

　　なお、運用益金は北川村高額療養費貸付基金条例第４条の規定により一般会計に受け入れている。

高額療養費貸付基金

（単位：円）

　   内

 　　訳

（単位：円）

平成22年度 平成23年度 平成24年度

0

0

0

2,000,000

0

2,000,000

2,000,000

0 0 0 0

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

平成20年度 平成21年度

現　　　金

貸  付  金

0

区　　　　　　　分

基　金　総　額

前年度末現在高

2,000,000

決算年度中増減高

0

決算年度末現在高
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５．中岡慎太郎館館内販売運用基金

　今年度の現金３６，０００円増の内訳は、物品販売代金３６，０００円によるものである。利息収入・支出は１４２円である。

なお、運用益金は中岡慎太郎館館内販売運用基金条例第６条の規定により一般会計に受け入れている。

中岡慎太郎館館内販売運用基金

（単位：円）

　　内

　　訳

（単位：円）

現　　　金

在庫物品

0

区　　　　　　　分

基　金　総　額

前年度末現在高

1,000,000

決算年度中増減高

0

決算年度末現在高

1,000,000

705,409

0 0 0 0

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

平成20年度 平成21年度

36,000

△ 36,000

741,409

258,591

平成22年度 平成23年度 平成24年度

294,591

-２０ -



６．北川村国民健康保険事業財政調整基金

　今年度の増額は、平成２５年度利息収入１，４６６円である。

　なお、積立て及び運用益金は、北川村国民健康保険事業財政調整基金の設置、管理及び処分に関する

条例第２条第１項及び第４条の規定により国保会計歳入歳出予算に計上し基金総額に受け入れている。

国保会計財政調整基金

（単位：円）

（単位：円）

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

5,880,945

2,000

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

5,879,479

平成21年度

5,491,333

1,466

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

1,000 1,000

決算年度末現在高

2,000

-２１ -



７．北川村むらづくり基金

　今年度の増額35，０００円は、積み立て（２４年度利息含む）によるもの。

　なお、　積立て及び運用益金は、北川村むらづくり基金の設置、管理及び処分に関する条例第４条第２項の

規定に基づき一般会計歳入歳出予算に計上して基金総額に受け入れている。

むらづくり基金

（単位：円）

（単位：円）

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

84,905,000

37,700,000

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

84,870,000

平成21年度

270,000

35,000

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

△ 37,000,000 400,000

決算年度末現在高

0

-２２ -



８．北川村施設等整備基金

　今年度の９５，７２４，６４９円の増額は平成２４年度分利子積立金及び平成２５年度積立金。

　介護サービス特別会計財政調整基金廃止に伴う、積立金である。

　なお、積立て及び運用益金は、北川村施設等整備基金の設置、管理及び処分に関する条例第２条第１項及び

第３項の規定に基づき一般会計歳入歳出予算に計上して基金総額に受け入れている。

施設等整備基金

（単位：円）

（単位：円）

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

577,504,649

1,400,000

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

481,780,000

平成21年度

△ 269,200,000

95,724,649

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

272,000,000 2,000,000

決算年度末現在高

380,000

-２３ -



９．北川村減債基金

　今年度の増額１００，０８４，０００円は、積み立て（２４年度利息含む）によるもの。

　今年度積み立ては、利息収入、支出８３，１１１円を含む２４０，０００円であった。

　なお、積立金及び運用益金は、北川村減債基金の設置、管理及び処分に関する条例第２条第１項及び第２項

の規定に基づき基金総額に積立て運用益金は一般会計歳入歳出予算に計上して基金総額に受け入れている。

　　又、平成25年度に１00,000,000円の国債購入による資金運用を行なｌた為、今後の利息収入の増加が、見込まれる。

減債基金

（単位：円）

（単位：円）　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

290,763,000

△ 50,400,000

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

190,679,000

平成21年度

25,700,000

100,084,000

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

54,500,000 △ 375,461,000

決算年度末現在高

△ 61,860,000

-２４ -



１０．中岡慎太郎記念館等施設整備基金

　今年度は定期預金の利息収入、支出９，０００円のみで基金総額に変動はない。

　なお、基金の運用益金は、中岡慎太郎記念館等施設等整備基金の設置管理及び処分に関する条例第４条の規定に

基づき一般会計歳入歳出予算に受け入れている。

中岡慎太郎記念館等施設整備基金

（単位：円）

（単位：円）　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

30,000,000

0

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

30,000,000

平成21年度

0

0

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

0 0

決算年度末現在高

0

-２５ -



１１．北川村地域福祉基金

　今年度は定期預金の利息収入、支出１５，０００円のみで基金総額に変動はない。

　なお、基金の運用益金は、北川村地域福祉基金条例第４条の規定に基づき一般会計歳入歳出予算に受け入れて

いる。

地域福祉基金

（単位：円）

（単位：円）　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

50,000,000

0

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

50,000,000

平成21年度

0

0

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

0 0

決算年度末現在高

0

-２６ -



１２．北川村水道施設等整備基金

　今年度の増額６，７５２円は定期預金の利息収入の積立てによる基金総額である。

　なお、基金の運用益金は、北川村水道施設等整備基金の設置、管理及び処分に関する条例第４条に基づき

 一般会計歳入歳出予算に計上して基金総額に受け入れている。

水道施設等整備基金

（単位：円）

（単位：円）　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

22,479,667

0

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

22,472,915

平成21年度

17,915

6,752

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

0 146,000

決算年度末現在高

9,000

-２７ -



１３．北川村人材育成基金

　今年度の増額１２，０００円は、積み立て（２４年度利息分含）によるもの。

　なお、基金の運用益金は、北川村人材育成基金条例第４条第２項の規定に基づき一般会計歳入歳出予算に

計上して基金総額に受け入れている。

人材育成基金

（単位：円）

（単位：円）　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

28,337,000

100,000

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

28,325,000

平成21年度

125,000

12,000

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

200,000 200,000

決算年度末現在高

0

-２８ -



１４．北川村中山間ふるさと、水と土保全対策事業基金

　今年度は定期預金の利息収入、支出９，０００円のみで基金総額に変動はない。

　なお、基金の運用益金は、北川村中山間ふるさと水と土保全対策事業基金条例第６条の規定に基づき

一般会計歳入歳出予算に受け入れている。

中山間ふるさと水と土保全対策事業基金

（単位：円）

（単位：円）　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

30,000,000

0

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

30,000,000

平成21年度

0

0

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

0 0

決算年度末現在高

0

-２９ -



１５．北川村公営住宅施設等設整備基金

　今年度の５，９７９，０００円の増額は２４年度利息収入を含む積立てによる基金総額である。

　なお、基金の運用益金は、北川村公営住宅施設等整備基金の設置、管理及び処分に関する条例第４条に基づき

一般会計歳入歳出予算に計上して基金総額に受け入れている。

北川村公営住宅施設等整備基金

（単位：円）

（単位：円）

7,128,374

5,979,000

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

9,400,000 9,788,000

決算年度末現在高

7,041,000

108,548,486

0

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

102,569,486

平成21年度

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

-３０ -



１６．ふるさときたがわ基金

　今年度の257,170円の増額は寄附金積立て（利子分含）による基金総額である。

　今年度利息分は３２０円であった。これは会計処理上２５年度に繰り入れとした。

　なお、基金の積立て及び運用益金は、ふるさときたがわ基金の設置、管理及び処分に関する条例第２条及び

第４条に基づき一般会計歳入歳出予算に計上して基金総額に受け入れている。

ふるさときたがわ基金

（単位：円）

（単位：円）

998,753

257,170

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

0 21,000

決算年度末現在高

506,000

2,797,923

1,015,000

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

2,540,753

平成21年度

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

-３１ -



１７．北川村学校教育施設整備基金

　今年度の１,００0円の増額は寄附金積立て（利子分含）による基金総額である。

　なお、基金の積立て及び運用益金は、北川村学校教育施設整備基金条例第２条及び第４条に基づき

一般会計歳入歳出予算に計上して基金総額に受け入れている。

学校教育施設整備基金

（単位：円）

（単位：円）

1,000

1,000

決算年度中増減高

平成22年度 平成24年度

2,457,000 1,474

決算年度末現在高

0

2,459,474

平成23年度

基　金　総　額

区　　　　　　　分

平成20年度

前年度末現在高

2,458,474

平成21年度

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

-３２ -



１８．北川村電源立地地域対策交付金基金

　今年度は、利子分を含め、基金額の増減は無し。

電源立地地域対策交付金基金

（単位：円）

（単位：円）

区　　　　　　　分

平成22年度

前年度末現在高

0

平成24年度

1,805,916

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

0

平成20年度 平成21年度 平成23年度

0

△ 1,805,916

決算年度中増減高

基　金　総　額

決算年度末現在高

-３３ -



１９．あったかふれあいセンター基金

　今年度の６，４５２，０００円の減額は、基金の目的による一般会計への繰り入れによる。

あったかふれあいセンター基金

（単位：円）

（単位：円）

区　　　　　　　分 前年度末現在高

10,048,000

16,500,000

平成24年度平成23年度

16,500,000基　金　総　額

決算年度中増減高

△ 6,452,000

平成21年度 平成22年度平成20年度

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

決算年度末現在高

-３４ -



２０．北川村教育振興基金

今年度設置されたものである。

　なお、基金の運用から生ずる利益は、予算に計上して、この基金に編入する。

北川村教育振興基金

（単位：円）

（単位：円）

平成23年度 平成24年度

　この基金は、児童生徒などの学習環境を確保することにより、学力向上を図り、地域の将来を担う人材を育成するため

　　　　　　　基金の決算年度中増減高の状況

平成20年度 平成21年度

基　金　総　額 0

区　　　　　　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

19,500,000 19,500,000

平成22年度

-３５ -



　上記のとおり、平成２５年度一般会計及び各種特別会計の歳入歳出決算並びに、基金運用状況の

審査を終了したので意見書を提出します。

平成26年9月12日

　　北 川 村 長　　　大　寺　正　芳　　　殿

北 川 村 監 査 委 員 　　安　部　　峨

北 川 村 監 査 委 員 　　尾　﨑　一　マ

- ３６ -


